






















































語 論 に お け る 有 用 性 を ("Comparative
Syntax:A ParametricApproach")､ ピンカー
氏は規則 ･不規則動詞について規則と記憶の相互
作用性を ("RulesofLanguage")論 じた｡ 両
人とも､現在第-線で活躍し､将来的にも大きな
影響力が期待される学者で､明快でエネルギッシュ
な語り口とあわせて､多様な趣味をもつ千人を越
す会員を引きつけた｡
特別企画に伴って､本大会の研究発表は二日目
の午前中のみになり､発表数をかなり制限するこ
とになった｡しかし､ワークショップの45名を含
めて､本大会の発表者総数は97名の多きに達し､
その6割余が女性であったことは､特筆すべきで
あろう｡東武バンケットホールでの会員懇親会も
とりわけ華やかであった｡二人の海外研究者､来
年度からの新会長､副会長をはじめ､初代会長の
安井 稔氏､唯一の女性会長の井上 和子氏が話
をされた｡
83年に上智大学で産声をあげた日本英語学会の
10年は､そのまま日本の英語学研究の変遷と重な
る｡英語学会が年々質的にも量的にも充実してき
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たということは､日本の英語学研究の隆盛そのも
のとみなしてよいだろう｡隆盛のひとつに､会員
の海外での活躍ということがある｡海外の学会は
単に参加することから､研究発表､講演がポピュ
ラーになってきたし､海外での出版も活発である｡
この傾向は英語学会創設と時を同じくして始まっ
たと思う｡
二つ目にいえることは､興味の対照が多岐に亘っ
てきたことであろう｡この学会は始めから､英語
をはじめとする個別言語の実証的研究と､一般理
論的研究の間にフィードバックが働いていたと思
うが､どうしても統語分析中心､しかもGB理論
が巾をきかせてきたという感は否めなかった｡今
大会では､発表がGB理論の枠組一辺倒でなく､
新しい視点に立ったものが､目立った (私たちの
ワークショップもそのひとつ)｡理論内の異端に
対する､また隣接諸分野に対する寛容さを見たよ
うに思った｡
実証と理論がダイナミックにかかわりあい､相
互触発的ないき方が研究の原動力であるが､既成
の枠組にとらわれない自由で批判的な目と､寛容
の精神が加われば､次の10年もさらに大きく発展
するであろうことは間違いない｡そう確信して会
場をあとにした｡
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